































































ら 30 歳くらいまでの労働者を対象としている。当時のドイツの統計では 14 歳から 18 歳まで





















　プロイセンが中心となって 1871 年に成立したドイツ帝国の人口は約 4100 万人であった。
これが 1890 年には約 5000 万人、1910 年には約 6500 万人に増大している。総じて 1865 年か
ら 1900 年にかけての時代は、出生率は高い水準を維持するなか死亡率が低下し、人口増加率






は農業部門に 42 パーセント、工業部門に 35 パーセントだったのが、25 年後の 1907 年には
2 　本稿に関連する研究史を大づかみに整理すると以下のようになる。まず、余暇についての先駆的研究
として 1970 年代に Nahrstedt（1972）や Reck（1977）、労働者スポーツ史に関して Ueberhorst（1973）
が出ていた。その後、1980 年代に Huck（1980）や Giesecke（1983）によって労働者の余暇についての
本格的な研究が始まり、1990 年代に飲酒の社会史を扱った Spode（1993）やルール地方を事例に労働者
の日常史を詳述した Abrams（1992b）、青年労働者のスポーツ史を扱った Stiller（1991）などの労作が
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ては、労働者確保のために疾病・年金金庫の整備と合わせて、まず 1850 年代に 200 人収容の
寮の建設を皮切りに、1860 年代には 8 棟連続の 114 戸の労働者向け社宅の建設を始め、1870
年代に本格化していった（田中（2001）、246-248）。もう一つルール地方の代表的な鉱工業都
市の一つであるボッフムを取り上げると、1874 年までに 400 住宅と 1200 の寮が建設されて
いたが、さらに住宅建設は続き 1912 年までに雇用者の 35 パーセントが会社によって住宅を
与えらる状態だった。これらの住宅は、ビリヤードや読書室、ボウリング場、集会場などの
レジャー施設を含んでいた（Abrams（1992b）, 25）。さらにルール地方ではないが、化学工
業の事例を紹介すると、マンハイムのベー・アー・エス・エフ社（BASF： Badische Anilin- 
& Soda-Fabrik）は、1866 年に 4 戸の住宅を建設したのを皮切りに 1871 年には社宅として小
団地を建設している（加来（1986）、55）。もう一社、ベルリーンの老舗の機械製造会社のボ
ルジヒ社（A.Borsig AG）を取り上げると、同社は 1900 年初頭までに、職員と労働者家族向




トは、1 部屋に 6 人以上または 2 部屋に 11 人以上が居住するという過密住宅がベルリーンに










4 　ボルン（邦訳 1973）、141-142 頁を参照。ただし一部訳を変更している。
政策学会はビスマルクにも影響を及ぼし、社会主義者鎮圧法と引き換えに社会保険関係法
の制定、女性と児童の労働時間の制限を推し進めたことは周知のとおりである。このよう
な流れのなかで、ビスマルク失脚直後の 1890 年 5 月に、「新航路」政策を推し進めるプロ
イセン商務大臣ベルレプシュ（Hans Hermann von Berlepsch）によって営業条例改正法








　・ 13 歳未満の少年は上記の企業で労働することをすべて禁止される。13 歳から 14 歳まで
の少年に対しては 1 日最高 6 時間、16 歳未満の少年に対しては最高 10 時間労働が確定









































も明瞭で先駆的な事例を提供するのがジーメンス・ハルスケ社（Siemens & Halske, AG）で
ある。1847 年に電信機の製造のためにドイツ最初の電機工場としてベルリーンに創設された
同社における当初の労働時間は、朝 6 時始業で夕方 19 時終業で、それから昼休み 1 時間を
差し引いた 12 時間であった。これが 1858 年から朝 7 時始業となり 1 時間短縮された。さら
に 1870 年代初頭には 1 日 10 時間（土曜日 8 時間）、週 58 時間半（6 日）になったのに続き、






効な 1850 年の工場法は、週日平均 10 時間を許している。すなわち、週初の 5 日は朝の 6 時から夕方の
6 時まで 12 時間であるが、そこから朝食のために半時間、昼食のために 1 時間が法律によって引き去ら
れて、10.5 労働時間が残り、土曜は朝の 6 時から午後 2 時まで 8 時間で、そこから朝食のために半時間








遂げ、設備も従業員も急増し、1910 年には従業員数は 3000 人になった。この間、ボッシュ
は設備投資と労働時間短縮を積極的に推し進め、1894 年には 9 時間制、1906 年には 8 時間制
を導入し、「赤いボッシュ」と他の経営者たちに警戒の念を持って見られるようになった。さ
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世界に広がっていった。そういうなかで 1886 年 5 月 1 日にアメリカ合衆国のシカゴを中心に
労働組合が 8 時間労働を要求する統一ストライキを行った。これがメイデーの起源で、8 時




細に研究したクチンスキーはその大著の中で、第一次大戦前の 4 分の 1 世紀の間の鉱工業部
門の労働時間の推移に関して、それぞれの期間の平均として、1887-93 年が 11 時間、1893-
1902 年が 10 時間半、1902-1914 年が 10 時間、1914 年が 9 時間半と推計している。ここから




大戦前の労働者実質賃金の上昇の時代であった。すなわち、1871 年から 1914 年にかけて労
働者の実質賃金は上昇傾向にあった。クチンスキーなどの数字を比較したリッターらの研究
によると、1895 年を 100 とした場合の 1913 年の実質賃金の指標はもっとも低い数字で 112、






年度 1898 1903 1908 1913
売上高 (百万マルク） 19,534 23,719 38,192 63,992
労働者年収 (マルク） 1,050 1,102 1,630 2,061





























ロウォルスキー （Michael von Dolivo-Dobrowolsky）の三相交流の長距離送電の実験が大成功
を収めたことにより交流電気の時代を迎えた。フランクフルト市ではさっそく市街鉄道の電
化を進め 1901 年には既存路線の電化を完了した。その結果、利用者が急増し、年間の乗降客
数は 1900 年の 4114 万人から 1913 年には 1 億 1490 万人へと 3 倍増し、第一次大戦前夜まで
に市電は住民の足になった（森（2009）、127-134）。公共交通機関の発達は、通勤時間や移動
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業人口の推移を見ると 1875 年に約 1860 万人だったのが、1900 年に 2550 万人、1914 年には
3130 万人に増加している（桜井（2001）、20）。
　そして一方での高い出生率と他方での死亡率低下により人口増加率が高くなったが、それ
はドイツ帝国の年齢構成にも反映されている。すなわち 1871 年に 14 歳以下が 34.3 パーセン
トを占めており、1900 年でも 34.8 パーセントと、どちらの時代も全人口の 3 分の 1 強を占め
ていたのである（桜井（2001）、107）。1900 年について計算すると、全人口は 5637 万人だっ
たので、14 歳以下は約 1960 万人ということになる。
　それでは、一体どれほど多くの 14 歳から 18 歳までの少年労働者がドイツにいたのであろ
うか。プロイセンについては表 2 および表 3 のデータが教えてくれる。ここからわかるよう




1895 年に約 565 万人、1907 年に約 694 万人の少年労働者が存在していたと推計できる。
　こうして 20 世紀初頭に 600 万人台から 700 万人台の人数に達した少年労働者の置かれた環
境は決して楽なものではなかった。すなわち未だ成長期にある 14 歳から 16 歳の少年が 10 時








　そういうなかで 1904 年 6 月にベルリーン郊外のグリューネヴァルトにおいて打撲傷とみみ
ず腫れのある若者の死体が見つかった。これは徒弟虐待の結果だったことが判明し、怒れる
青年労働者の組織化のきっかけとなった。
　こうして「ベルリーン徒弟・青年労働者連盟」（Verein der Lehrlinge und jugendliche 
Arbeiter Berlin）が 1904 年に結成され、会員は最初 24 人から始まり後に 500 人に急増し、
1905年元日には新聞を発行し、青少年労働者の経済的・精神的な団結を訴えた（Korn（1922）, 
31-36）。この運動は北ドイツ各地に広がり、翌 1906 年にはベルリーンにおいて「ドイツ自由
青年組織連合」（Vereinigung der freien Jugendorganisationen Deutschland）が創設され、そ






年齢層 性別 鉱工業 農林業 商業 ･交通 公務員 職員 徒弟
14 歳から 16 歳未満
男 364,342 318,795 49,217 23,091 11,033
701,033
女 95,376 232,370 23,497 166,562 728
16 歳から 18 歳未満
男 469,619 322,097 66,997 28,702 22,135
女 142,432 267,200 44,127 215,831 2,874
小計 1,071,769 1,140,462 183,838 434,186 36,770 701,033
総計 3,568,058
年齢層 性別 鉱工業 農林業 商業 ･交通 公務員 職員 徒弟
14 歳から 16 歳未満
男 469,842 333,218 65,809 22,013 25,799
809,286
女 149,780 332,759 38,632 171,583 6,256
16 歳から 18 歳未満
男 575,948 316,829 86,228 31,366 45,949
女 212,082 343,637 61,076 209,683 18,530
小計 1,407,652 1,326,443 251,745 434,645 96,534 809,286
総計 4,326,305
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図、簿記、ドイツ語を教え、あわせて体系的な技能実習が行われた。最初は夕方 4 時から 6
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アルコール消費の 3 分の 2 を占めていたブランデー消費量は全体の 3 分の 1 へと減少してい
る（Spode（1993）, 255）。合わせて、コーヒーや紅茶、レモナードなどを食堂に用意し、低
価格または無料で提供する工場も出てきた。例えば既述の機械製造会社ボルジヒ社は、勤務











































に至っている。さらに、スコットランド人のダンロップ（John Boyd Dunlop ）が 1887 年に
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社会主義者鎮圧法が施行されていた 1878 年から 1890 年にかけて、同連盟が皇帝を支援して
いたことも社会主義を支持する労働者の反発を買っていた。































ら、多くの労働者スポーツ組織が 1890 年代から 1900 年代初頭に誕生したこと、第一次大戦








として誕生したのである（玉木（1999）、26 頁を参照）。19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのドイツ
におけるスポーツをめぐる階級対立はまさにこのようなイデオロギー対立を反映している。
11 　この表にサッカーという名前は出ていないが、これは一番上の労働者トゥルナー連盟に含まれてい
ると推定できる。なお、ドイツサッカー協会は早くも 1905 年末に 433 クラブと 2 万 5000 人の会員が
いたとのことである。著名なゲルゼンキルヘンの FC Schalke 04 は 1904 年の創設時にわずか 16 人の
会員で出発し、10 年後には約 90 人に急増している（Abrams（1992b）, 171）。
1911 年 1912 年 1913 年
会員数 クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数
労働者トゥルナー連盟 (1893 年創設 ) 169,308 2,025 183,383 2,222 186,707 2,409
労働者自転車連盟 (1896 年創設 ) 133,928 3,230 143,369 3,609 175,000 3,800
労働者陸上競技連盟 (1905 年 ) 2,500 108 6,000 200 10,000 300
労働者水上スポーツ連合 (1897 年創設 ) 5,999 43 6,650 42 8,060 45
労働者救急協会 (1909 年創設 ) 2,172 47 3,760 66 5,000 100
自然友の会 (1895 年創設 ) 16,299 - 21,985 102 30,000 300
国民健康連合 (1890 年創設 ) 9,500 60 11,200 60 12,000 64
計 339,706  - 376,347 6,301 426,767 7,018
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れていなかった。しかし近年の研究の結果、1895 年から 1906 年までが「出現と実験の初期




時代だったのである。それを裏付けるように 1913 年の 1 年だけでドイツ国内で 350 本以上の
新作映画が制作されたのであった（ハーケ（2010）, 19-26）。
　第一次大戦前のドイツにおいて映画がどのように普及したかは映画館の数から推し量るこ
とができる。ドイツには 1912 年に約 1500 館の映画館があったのが、1914 年 8 月に第一次大




より 4 年前の 1910 年の数字であるが、ベルリーンに 139 館、ハンブルクに 40 館、そしてエッ




























世紀末から第一次大戦前の 20 年ほどの間に形成されていたのだった。この 20 年間は、余暇
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